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概 要 Abstract

成 果 Results

・「北見95号」は子実タンパク質含有率（以下タンパク）が低いほど菓子適性が高くなります。
・タンパクを低く抑えるために、止葉期において葉色48以上は追肥なし、葉色48未満は予測式を
用いた追肥量の調節をお勧めします。

・止葉期までの栽培管理は「きたほなみ」に準じます。

葉色
くらい

基準値下限

止葉期追肥

・タンパクが高くなりやすい畑での止葉期追肥や、
開花期以降の窒素葉面散布はタンパクを高めるので控えましょう。

（kgN/10a）

※追肥は施肥ガイドの窒素施肥量を上限とする
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